
令和８年度 第１回「富富富」戦略推進会議 概要 

 

日 時 令和８年８月 10日（月）14:30～16:00 

場 所 富山県民会館 401会議室 

出席者 別紙名簿のとおり 

 

１ 開 会 
  

２ あいさつ（柞山委員長、津田農林水産部長） 
 

３ 協議事項 

（１） 令和８年産「富富富」生産状況等について 【資料１】 

（２） 令和８年度「富富富」ＰＲ事業について  【資料２】 

（３） 令和９年産「富富富」生産者募集について 【資料３】 

（４） 富富富改良品種「富山 100号」について  【資料４】 

     

    すべての協議事項について案のとおり了。 

 

４ 各委員からの主な意見 

Ａ委員  ・田植時期の変更案は、新規生産者の確保に効果的だと思う。 

・「富山 100号」の導入に期待している。 

・認知度調査の結果から、県内では「富富富」の認知度が高い一方で、実際に購入してい

る人が少ない。県民の半数は「富富富」を食べているくらいの状況を目指すべき。 

Ｂ委員  ・今年度から「富富富」を本格的に導入した。田植えや収穫などの作業の平準化が図れる

ことが実証されれば、「富富富」の作付拡大が可能。 

・収量性が改善される「富山 100号」に期待したい。 

Ｃ委員  ・当管内で「富富富」の作付面積が一定規模まで拡大した際には、「富富富」専用にＣＥ

を開放し、より円滑な荷受・出荷体制の構築を図りたい。 

・全国的に広く生産されている「コシヒカリ」は、近年の高温条件に対して限界が近づい

ていると感じられる一方、県独自の品種である「富富富」は高温に強い。こうした特長

を生産者に伝えながら、作付けを推進していく。 

・近年の夏の高温を背景に、担い手を訪問するなどして「富富富」の生産を働きかけてい

る。今後、既存の生産者から「富富富」の導入メリットについての声を聞き取り、その

情報を横展開することで、新規生産者の確保と作付面積の拡大につなげていきたい。 

Ｄ委員  ・当管内の「富富富」生産者の多くは、大規模な専業農家である。 

・当管内で「富富富」への作付転換が進んだ一因としては、Ｒ５産の「コシヒカリ」の１

等米比率が、大きく低下したことが挙げられる。 

・こうした中、今後のさらなる作付拡大に向けては、農薬成分使用回数の制限などについ

て、より柔軟な対応が必要である。 

・1.85mm 篩目の使用については、集荷の立場からすると、使用した篩目が異なる米の取

扱いについて、検討が必要である。 

・「富山 100号」については、できるだけ早期に生産現場に導入してほしい。 



Ｅ委員  ・先日、米国オレゴン州でのプロモーションとして、７月 29日～８月４日に開催された

富山フェアにおいて、「富富富」の試食販売を実施した。想定していた数量を上回る販

売実績となった一方、初めて購入される消費者からは、５kg規格は量が多く、２kg規

格があると購入しやすいとの声があった。 

・Ｒ８産からは、「富富富」の２kgスタンドパックを用意し、国内外での展開を通じて新

規顧客の獲得を目指す。 

・1.85mm篩目の使用については、富山米５社会でも協議する。 

Ｆ委員  ・昨今の食生活の変容に伴い、小売店だけでなく、実需者から評価の高い中食・外食にお

いても「富富富」の活用を進める必要があると感じる。今後、安定的な流通量を確保す

るためにも、中食・外食事業者とのマッチングなど、販売機会の拡大に向けた取組みを

期待したい。 

・篩目の議論について、流通の立場からすると、1.85mmで篩った米と 1.9mmで篩った米

では、粒の大きさなどに違いがあるため、それぞれの取扱いについて検討が必要であ

る。一方で、精米歩留に影響がないのであれば、運用上の問題はない。 

Ｇ委員  ・「富富富」のさらなる普及に向けては、卸売業者等による積極的な販売促進や、小売店

における定期的な販売企画などを通じて、消費者が「富富富」を手に取る機会を増やし

ていくことが重要である。また、こうした取組みを進めるためには、安定した出荷量の

確保に加え、効果的な人員・予算の活用の検討も必要である。 

Ｈ委員  ・一般家庭へのＰＲも重要であるが、ホテルや旅館、飲食店などへの働きかけを強化する

ことで、さらなる普及につながるのではないか。 

Ｉ委員  ・飲食店での「富富富」の使用を進めるには、業務用米との価格差が課題の一つである。 

・「富富富」ＰＲにあたり、「日本一○○な米」といった分かりやすい切り口で魅力を発信

してみてはどうか。 

Ｊ委員  ・先日、神奈川県での「カルローズ」の講習会で、米の特徴を生かした調理や提供方法に

より、美味しさを引き出せることを学んだ。「富富富」の冷めても美味しいという特長

を生かし、おにぎりや弁当など、具体的な利用シーンに絞ったＰＲも一つの方法と考

える。 

Ｋ委員  ・小売店での「富富富」の存在感を高めていくべき。一方、「コシヒカリ」は、他県産の

比較的価格の低い商品が選ばれる傾向があるものの、県産米の魅力を伝え続けるべき。

スーパーでの試食販売など、消費者が実際に味わう機会を増やすべき。 

・認知度調査では、県内における米の購入先として、「生産者から直接購入」が 20％強と

高い割合となっている。こうした購入形態も踏まえ、「富富富」の認知・消費をさらに

広げるためには、生産者の理解を進めていくことも重要。 

・温暖化への対応や環境への配慮は「富富富」の強みの一つであるため、こうした特長を

分かりやすく伝えるＰＲを行ってはどうか。 

・「富富富マガジン」にレシピコンテストの入賞作品が掲載されているが、「コシヒカリ」

で作った場合との違いが分かりにくい。例えば、おにぎりなど利用シーンを絞り、「冷

めても美味しい」という特長を生かしたＰＲで、家庭消費の拡大につなげて欲しい。 



Ｌ委員  ・先日の法人経営体の勉強会で、多くの経営体が今後の米価の動向を注視しており、持続

的な経営に向けた取組みの重要性を強く感じた。 

・直播などの低コスト生産においても「富富富」を栽培しやすくなるよう、栽培上のポイ

ントや留意点などを分かりやすく示してほしい。 

・昨今の食生活の変容を踏まえ、今後は消費者向け（to C）だけでなく、中食・外食での

利用拡大など、事業者向け（to B）のＰＲにも注力する必要がある。 

Ｍ委員  ・新米の時期以外では、「富富富」を目にする機会が限られることから、お盆やゴールデ

ンウィーク、年末年始など、人の動きが多い時期に売り場を拡大するなど、季節に応じ

た販売促進キャンペーンを実施してはどうか。 

  

(質問)Ｇ委員  ・「コシヒカリ」ではなく「富富富」を生産することについて、生産者がどのようなメリ

ットや魅力を感じているのか、意見を聞いてみたい。 

(回答)Ａ委員  ・「富富富」のデビュー当時は、全国各地で独自のブランド品種が誕生していた。そうし

た中で、富山県独自の品種であることに誇りを感じ、「富富富」の作付けに取り組んだ。 

・「富富富」の生産は自社スタッフの励みにもなっている。多くの生産者が「富富富」に

対して誇りや愛着を持っていると思う。県内の生産者のモチベーション向上につなが

る品種として期待している。 

  

Ｎ委員  ・１万 haへの作付拡大に向けて、それぞれの立場から貴重な意見をいただいた。 

・今回のポイントは、県内において「富富富」がさらに選ばれるための取組みである。こ

れまで、学校給食での提供等を通じて、子どもを介した家庭での消費拡大に取り組ん

できた。今後、生産者からの直接購入が多い本県では、「富富富」の生産拡大を進めて

いくことが重要である。 

・本県の農業者には、日本一の種籾出荷県であることへの誇りがあると思う。こうした本

県の農業や米づくりに対する誇りを生かしたＰＲを行うことも、効果的ではないか。 

・より効果的なＰＲや取組みを検討し、さらなる「富富富」の普及・拡大を進めていきた

い。 

 

５ 閉 会 


